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酔薬であるセボフルランの投与量(R2=0.220, β=‒ 0.460, p =0.019)との間に有意な負相関が、視床の局所灰
白質体積の増加量 (R2 =0.344, β=0.368, p =0.027) との間に有意な正相関を認めた。 
【考察】本研究では、乳がん患者において術後早期に共通する変化として注意機能低下と視床の局所灰白質量
減少が起こることを示した。さらに、注意機能が視床の局所灰白質量と相関を示し、麻酔薬使用量が注意機能
と相関を示したことは、麻酔が視床へ影響し認知機能障害を来すとした作業仮説を支持する結果であった。視
床は感覚の中継核としての役割のみならず、注意・集中機能など多彩な脳機能に関与することが明らかにされ
ている。一方、乳がん手術の麻酔薬として多く使用される、セボフルラン、プロポフォール、フェンタニルは
視床の機能変化を引き起こすことが知られていることからも、術後早期に出現する認知機能障害は麻酔による
視床の機能低下が一因である可能性を示した。 
 
